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 タカバングゥ村のこと  
 

タカバングゥは、ブルキナファソの北部にある人口 1,200 人ほどのこじんまりとし

た村です。首都ワガドゥグからは約 380km も離れており、北に 35km も行けばマリ、

東に 7km 行けばニジェールという国境近くの村でもあります。1996 年 11 月、「緑

のサヘル」はここで、ブルキナファソにおける活動をスタートさせました。  
 

以降 11 年半、村の皆さんと共に実施した活動は、野菜栽培、穀物貸出、井戸掘削、

トイレ設置、苗木生産等、多岐にわたり、一緒に植えた苗木は 41,000 本に及びまし

た。「土壌回復」や「収入向上」もここで経験を積み、普及の手応えを掴んだ活動です。

言わば、タカバングゥは私たち「緑のサヘル」を受け入れ、育ててくれた村でした。  
 

今年 2 月、そのタカバングゥ村が、近隣の村々と共に武装集団の襲撃を受けました。

この地域では、政治や宗教、部族や職業、経済の問題が複雑に絡み合い、数年前から極

度に治安が悪化していました。そのため、武装集団の特定も襲撃理由の断定も、現段階

では難しい状況にあります。  
 

襲撃は現在まで何度も繰り返されており、村は数名の尊い命と家畜を始めとする

多くの財産を失っています。長期の略奪に耐え兼ね、村を離れた住民も多いようで

す。自らが生まれ育ち、愛する家族や仲間たちが暮らす故郷の村が、目の前で戦場

と化して行くーその悲しみの深さはいかばかりでしょう。タカバングゥ村の人々の、

今と未来を慮らずにはいられません。        

緑のサヘル  事務局長  菅川拓也  
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のどかで平和だった頃のタカバングゥ村。（ブルキナファソ：2003 年 11 月） 
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11月中旬現在、ブルキナファソにおける新型コロナウイルス感染者は 2,600名強（死

亡約 70 名）ですが、現場であるコングシ地域では未だに感染者は報告されていません。

今号は「緑のサヘル」の協力団体である現地 NGO、AJPEE（環境畜産保全青年協会）の

代表、サワドゴ氏からの近況報告（抜粋）をご紹介します。 

 

・治安について： 治安部隊の活躍によって、コングシ地域の安全はほぼ回復されました。

テロの懸念が払拭されたため、一時コングシ市に避難していた村人たちも、それぞれの村

に戻りつつあり、12 月までには全てが正常化すると考えています。こうした状況はブル

キナファソの他の地域でも同様ですが、北部、特にマリやニジェールとの国境近辺の地域

の状況は、反対に悪化しつつあります。 
 

・収穫について： 昨年の降雨は村によってバラつきがありましたが、今年は全ての村で良

く降りました。そのため地域全体の収穫が良く、中でもモロコシとゴマは素晴らしい出来

だと感じています。ただ、この豊作は単に降雨に恵まれたおかげではなく、「緑のサヘル」

が移転した農法や技術によって、住民自身が毎年土壌を回復出来るようになったことも、

その大きな要因となっています。 
 

・小学校緑化支援：  

7 月初めに 10 校において 2020 年度の苗

木植栽（計 400本）を行ないましたが、10月

14日には、生徒と教師、「保護者と教職員の会」

と「母親と女性教職員の会」、植林区管理人によ

って、各校 5本ずつ計 50本の補植が行なわれ

ました。現在、潅水や家畜・害虫による被害防

止等の後管理作業が続けられており、苗木は順

調に成育しています。 

 

・村落植林： 

2020年度の村落植林は、苗木植栽用の穴を

掘るところから始まりました。当初は 11 月

27日までに7村全てで植栽を終える予定でし

たが、地域中央にあるバム湖の氾濫によって、

タンガイエ村の植栽予定地が水没してしまい

ました。水が完全に引くには 3 か月以上かか

ると思われ、やむなく植栽地を隣のダリグマ村

に移すことにしました。 

（写真右：クサブラ小学校の潅水風景。） 

（写真左：昨年撮影のタンガイエ村の植栽地。） 
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＊敬称は略させて頂きました。  

 

【 継続会員のみなさま 】 

 

宇野泰子／立花美江／青山初穂／安田喜代美／野々山富雄／綱島孝  

齊藤政宏･せい子／本多れい子／佐賀明子／天野洋子  

 

他  匿名をご希望の方  1 名  

 

【 ご寄付を頂きました 】 

 

太田誠一／矢野友一郎／髙橋菜々子／森田康子／神野潤子／津田俊博  

木嶋清江／榎本みつ枝／高倍宣義／那口真理子／齊藤政宏･せい子  

田中順子／松本恵子／栗原潤一／竹内誠也／井上幸子／田村典子  

個別教育フォレスト  安多秀司／緑のサヘル盛岡支部  

 

他  匿名をご希望の方  6 名  

 

【  ハガキ・切手・商品券・図書カードなどをいただきました  】  

 

大久保久美子／鎌田克美／大池良平／小島訓子  

 

上記は 2020 年 9 月１日から 2020 年 10 月 31 日までにご支援頂いた方、ま 

た、それ以前にご支援頂き、お名前を掲載できなかった方のご芳名であり、11 月 

 1 日以降にご支援下さいました方については、次号の掲載とさせて頂きました。  

 

【 協力団体・助成団体 】 

 

アフリカの砂漠で木を植えている日本青年を支援する会／(株 )ブギ  

(公財 )毎日新聞東京社会事業団／国際ソロプチミスト大阪-中央 

トヨタ自動車 (株 )／LIFULL ソーシャルファンディング  

(特活 )環境アリーナ研究機構／アフリカ料理トライブス  

(特活 )国際協力 NGO センター／ソフトバンクつながる募金  

緑の募金 (管理団体 :(公社 )国土緑化推進機構 ) 

環境メディアフォーラム有限責任事業組合  

 

【 写真を提供しました 】 

 

株式会社  浜島書店  

中学生向け地理資料集「アクティブ地理総合」（2021年版）  
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おかげさまで、「緑のサヘル 2021年 オリジ

ナル・カレンダー」は、皆様よりご好評いただい

ています。 
 

ページを開くだけで西アフリカを実感出来、

素朴な風景や人々の暖かい表情は、お友達やお

知り合いへのプレゼントにも最適です。 
 

購入をご希望される方は、カレンダーチラシ、

または「緑のサヘル」東京事務局までメールかお

電話、FAXにてお申込み下さい。 
 

A4変形（広げた時 A3変形）オールカラー28ページ 
 

価格：1部 1,200円（税込み）、送料 200円 （全国一律・何部でも） 

 
【緑のサヘル 2021年オリジナルカレンダー取り扱い店 一覧】 

東北 Organic,Ecology＆FairTrade おいものせなか 岩手県 花巻市 

北陸 楽器屋  JUN JUN 新潟県 新潟市 

関東 

紀伊國屋書店  吉祥寺東急店 東京都 武蔵野市 

アフリカ屋 東京都 荒川区 

梅田洋品店 東京都 港区 

稽古場 風 茨城県 水戸市 

関西 
紀伊國屋書店  梅田本店 大阪府 大阪市 

民族楽器の店 ジェンベ 兵庫県 神戸市 

WEB 
紀伊国屋書店 ウェブストア https://www.kinokuniya.co.jp 

アフリカ専門輸入・卸 アフリカンスクエアー https://www.african-sq.co.jp 
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編集 緑のサヘル 東京事務局 ／印刷  社会福祉法人東京コロニー 

 発行所  （特活）緑のサヘル ホームページ: http://sahelgreen.org/ E-mail : agsj_tokyo@sahelgreen.org 

〒101－0035  東京都千代田区神田紺屋町 16番地 ＮＡＳビル 3Ｆ TEL:03-3252-1040 / FAX:03-3252-1041 

＜ 編集後記 ＞ 
 

 延々と続くコロナ禍、タカバングゥ村の出来事。気が滅入ってしまいそうな日々の中で、

ふと思い出した村の長老の言葉。「一年の中には良いこともあれば、悪いこともある。全てが

悪い年などあるものか。飢饉の年でさえ、新しい命は生まれるのだ。」 そうでした。コング

シ地域の村々の豊作は、紛れもなく、そしてとてつもなく「良いこと」でした。 （事務局） 


